
全日本ロードレース選手権GP125クラス 

‘ GP125 Youth Cup ’（ユースカップ）’開設と募集について 

 
MFJでは、若手ライダー育成の施策として 2007年全日本ロードレース選手権シリーズの 
GP125ccクラスの中に 12歳から 17歳以下の選手を対象として「全日本GP125 Youth Cup」を設
けることになりました。 
このGP125Youth Cup（ユースカップ）は、全日本選手権 GP125クラスを通して、若年層の育
成をはかるプログラムであり、成績優秀者をスペインで開催される「MotoGPアカデミー※」に推薦
します。 
 
 
＜ 全日本選手権 GP125Youth Cup対象者 ＞ 
1. 対象レース ：2007年全日本ロードレース選手権 GP125 クラス 
2. 対象年齢 ：12歳～17歳（年齢基準日は 2007年 1月 1日の年齢による） 
3. ライセンス ：ロードレース国際ライセンス 所持者 
4. 参戦形態 ：年間・スポット参戦問わず。ただし、MFJへ登録が必要 
5. 車 両 ：市販レーサー（RS125R または、TZ125 ） 車両は自己車両 
6. 技術仕様 ：国内競技規則書 「付則 7 GPフォーミュラ基本仕様」による。 
＜ 募集要項 ＞      
登録人数  ：10名 
募集期間  ：2007年 2月末日まで（年間エントリー者） 
登録希望者は、別途申請用紙を記入し、MFJに郵送にて申請書を提出しなければならない。 
 
＜ 成績決定の方法 ＞ 
全日本選手権 GP125クラス「総合ランキング」および「GP125youthcupランキング」を設定し、
獲得ポイントは、総合順位によって与えられる。総合順位から Youth cup登録者のポイントの繰り
上げは行わない。 
 Youth Cup登録者は、GP125の「総合ランキング」と「Youth Cupランキング」の両方にポイン
トが与えられ、賞金設定は、各大会のGP125総合結果に基づき支払われる。 
 
＜ 特 典＞ 
・ Youth Cup年間ランキング成績優秀者 1名（基本的にはランキング 1位）を審議☆の上、MotoGP
アカデミーの受験資格者として「MotoGP アカデミー※」のオーディションに推薦します。
MotoGPアカデミーに合格した場合は、ヨーロッパの往復エアチケットがMFJから支給される。 
☆審議とは、MotoGPアカデミーおよびスペイン選手権への参加条件を審議する。 

 
※ MotoGPアカデミーとは、世界選手権MotoGPシリーズプロモーターである、ドルナ社が 
運営する将来のMotoGPクラスを背負って立つ若手ライダー育成するプログラムの名称である。
このアカデミーには、入試テストにあたる予選会が行われ、合格した場合は、スペイン選手権 

（年間 7戦程度）に参戦しながら、育成プログラムが行われる。 
 
MotoGPアカデミー側の諸条件に変更があった場合は、実施できない場合もあることをあらかじめ
ご了承ください。 


